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当
社
で
は
こ
れ
ま
で
1
0
0
0
社
以
上

の
組
織
で
残
業
を
減
ら
し
、
業
績
は
あ
げ

て
い
た
だ
く
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
し
て

い
ま
す
。
当
社
の
社
名
で
も
あ
る
「
ワ
ー

ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
は
、

育
児
・
介
護
者
が
対
象
と
思
わ
れ
が
ち
で

す
が
、
そ
れ
は
「
ワ
ー
ク
フ
ァ
ミ
リ
ー
バ

ラ
ン
ス
」
と
い
う
狭
い
概
念
。
家
庭
の
あ

る
人
と
独
身
者
の
対
立
構
造
を
作
り
、
組

織
と
し
て
一
枚
岩
に
な
れ
ず
業
績
向
上
に

は
繋
が
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は
全

従
業
員
が
対
象
で
、
育
児
、
介
護
の
他
、

健
康
の
為
の
ス
ポ
ー
ツ
、
自
己
研
鑽
、
婚

活
な
ど
全
て
を
含
み
ま
す
。
多
様
な
ラ
イ

フ
を
持
ち
、
多
様
な
学
び
を
職
場
で
発
揮

す
る
こ
と
。
そ
の
付
加
価
値
が
企
業
の
業

績
向
上
に
繋
が
り
ま
す
。

ど
の
国
に
も
、人
口
構
造
が
経
済
に
ボ
ー

ナ
ス
を
く
れ
る
「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
期
」
と

い
う
時
期
が
一
度
だ
け
来
ま
す
。
働
く
世

代
が
多
い
こ
と
か
ら
人
件
費
の
安
さ
を
武

器
に
世
界
中
か
ら
仕
事
を
受
注
し
、
爆
発

的
な
経
済
発
展
が
で
き
る
時
代
で
す
。
日

本
で
は
1
9
6
0
年
代
か
ら
90
年
代
半
ば

の
高
度
成
長
期
が
こ
の
時
代
で
し
た
。
そ

の
後
、
働
く
人
よ
り
も
支
え
ら
れ
る
人
が

多
く
な
り
、
人
口
構
造
が
経
済
の
重
荷
に

な
る「
人
口
オ
ー
ナ
ス
期
」に
突
入
し
ま
す
。

人
口
オ
ー
ナ
ス
期
の
発
展
に
は
①
労
働
参

画
出
来
て
い
な
い
人
（
女
性・障
が
い
者・

介
護
者
）
を
労
働
参
画
さ
せ
ら
れ
る
こ
と

②
少
子
化
対
策
と
し
て
真
に
有
効
な
対
策

を
取
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
二
点
に
お
い
て
鍵
と
な
る
の
が

「
男
性
の
働
き
方
改
革
」
で
す
。
内
閣
府

の
調
査
で
は
、
第
二
子
以
降
が
生
ま
れ
る

か
否
か
に
最
も
関
係
す
る
の
は
夫
の
家

事
・
育
児
時
間
だ
そ
う
で
す
。
男
性
の
働

き
方
改
革
が
日
本
の
国
家
的
な
課
題
の
多

く
の
解
決
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
労
働

時
間
の
上
限
等
の
法
改
正
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
現
在
は
男
性
対
象
の
「
出
生
時
育
児

休
業
新
設
」
の
法
改
正
が
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
弊
社
が
集
め
る
「
男
性
育
休

1
0
0
％
宣
言
」
を
し
て
い
る
企
業
は

1
0
0
社
を
超
え
て
い
ま
す
。
女
性
の
産

後
鬱
の
ピ
ー
ク
の
時
期
を
パ
ー
ト
ナ
ー
と

一
緒
に
乗
り
越
え
る
こ
と
が
、虐
待
防
止
、

少
子
化
の
解
決
、
女
性
の
活
躍
、
企
業
の

価
値
向
上
等
を
実
現
す
る
鍵
に
な
る
の
で

す
。人

口
オ
ー
ナ
ス
期
の
成
長
の
秘
訣
は

「
男
性
ば
か
り
で
」「
長
時
間
」「
均
一
な

人
材
で
軍
隊
型
で
」
働
く
こ
と
で
す
。
一

方
、
人
口
オ
ー
ナ
ス
期
の
成
長
の
秘
訣

は
「
男
女
と
も
に
」「
短
時
間
で
」「
違
う

条
件
の
人
達
で
フ
ラ
ッ
ト
に
議
論
し
あ
っ

て
」働
く
こ
と
で
す
。「
人
口
ボ
ー
ナ
ス
期
」

の
戦
略
か
ら
、
真
逆
の
「
人
口
オ
ー
ナ
ス

期
」
の
戦
略
へ
と
速
や
か
な
切
り
替
え
が

必
要
で
す
。

団
塊
世
代
が
70
代
に
突
入
し
、
働
く
世

代
は
介
護
と
仕
事
を
両
立
す
る
こ
と
も
当

然
の
時
代
に
な
り
ま
す
。
時
間
の
制
約
に

加
え
、
転
勤
・
出
張
困
難
者
も
増
加
し
ま

す
。
時
間
や
場
所
の
制
約
が
あ
る
人
が
大

多
数
の
組
織
で
成
果
を
出
し
て
い
く
に

男
性
の
働
き
方
改
革
が
少
子
化
解
消
、女
性
活
躍
に

㈱
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス 

新
井
セ
ラ 

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

ギ
フ
サ
総
会
記
念
講
演
Ⅰ
「
業
績
と
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
働
き
方
改
革
」

▲新井セラ氏

新
井
セ
ラ 

氏
[プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
]

㈱
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
で
２
０
１
５
年
に
参
画
。
自
ら
も
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク

な
環
境
か
ら
残
業
ゼ
ロ
で
成
果
を
出
す
働
き
方
に
変

革
し
た
経
験
を
も
と
に
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
働
き
方
改

革
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
顧
客
に
は
物
流
、
建
設
、
サ
ー

ビ
ス
、
出
版
、
通
信
販
売
会
社
な
ど
幅
広
く
、
社
会

変
革
室
長
と
し
て
は
男
性
育
休
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
霞

が
関
の
働
き
方
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
率
い
る
。

な
ぜ
人
口
構
造
の
変
化
が

働
き
方
改
革
の
必
要
性
を
生
む
の
か

属
人
化
さ
せ
ず
、
多
様
な
人
材
で

時
間
当
た
り
の
生
産
性
で
勝
負
を
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は
、
業
務
を
属
人
化
さ
せ
ず
、
I
T
ツ
ー

ル
を
活
用
し
、
チ
ー
ム
で
成
果
を
出
す
手

法
へ
の
転
換
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

こ
れ
ら
が
実
現
し
な
け
れ
ば
、

2
1
0
0
年
に
は
人
口
が
現
在
の
4
割
に

な
り
、
社
会
保
障
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
限

界
に
よ
り
経
済
破
綻
し
ま
す
。
今
、
働
き

方
を
変
え
な
い
選
択
以
外
は
無
い
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、「
時
間
当
た
り
生
産

性
」
で
勝
負
す
る
評
価
制
度
に
変
え
て
い

く
こ
と
が
必
要
で
す
。
そ
の
上
で
各
職
場

で
は
、
チ
ー
ム
の
あ
り
た
い
姿
に
向
け
て

①
現
状
の
確
認
、
②
課
題
の
抽
出
、
③
会

議
で
働
き
方
の
見
直
し
（
カ
エ
ル
会
議
）、

④
見
直
し
施
策
の
実
施
と
い
う
サ
イ
ク
ル

を
回
し
て
い
き
ま
す
。「
心
理
的
安
全
性
」

を
ベ
ー
ス
に
、
多
様
な
意
見
を
出
し
合
う

こ
と
で
化
学
反
応
が
起
き
、
生
産
性
が
上

が
っ
て
い
き
ま
す
。
ど
ん
な
施
策
が
鍵

に
な
る
か
は
企
業
に
よ
っ
て
違
う
の
で
、

や
っ
て
み
な
い
こ
と
に
は
変
化
は
生
ま
れ

ま
せ
ん
。
自
社
に
あ
う
方
法
を
探
し
な
が

ら
、
ギ
フ
ト
業
界
全
体
で
人
口
オ
ー
ナ
ス

期
に
ふ
さ
わ
し
い
新
し
い
仕
事
様
式
に
飛

び
移
っ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

株
式
会
社
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス

custom
er@
w
ork-life-b.com

ギ
フ
サ
総
会
記
念
講
演
Ⅱ
「
逆
風
を
チ
ャ
ン
ス
に
変
え
る
D
X
の
ス
ス
メ
」

日
本
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー

シ
ョ
ン
推
進
協
会
は
、
行
政
機
関
、
教
育

機
関
な
ど
様
々
な
業
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

支
援
す
る
団
体
で
あ
る
。
前
身
は
、
中
小

企
業
の
I
T
化
を
支
援
す
る
中
小
企
業
情

報
化
支
援
協
議
会
。

I
T
化
と
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
以
下
D
X
）
は
大
き
く
意

味
合
い
が
異
な
る
。
I
T
化
は
、
企
業
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や
プ
ロ
セ
ス
を
変
え
ず

に
、
い
か
に
I
T
を
使
っ
て
業
務
効
率
化

を
図
る
か
が
課
題
で
、
企
業
規
模
で
取
り

組
み
方
が
異
な
る
。

一
方
、
D
X
の
場
合
は
個
社
で
デ
ジ
タ

ル
化
に
取
り
組
む
の
で
は
な
く
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
を
含
む
社
会
全
体
で
取
り
組

も
う
と
い
う
も
の
だ
。
今
は
一
般
消
費
者

も
一
人
一
台
ス
マ
ホ
を
持
つ
時
代
。
当
然

な
が
ら
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
も
大
き
く
変
わ

り
、
働
き
方
も
変
わ
る
。
同
団
体
で
は
現

在
、
企
業
の
大
小
に
関
わ
ら
ず
、
各
業
界

や
個
々
の
人
々
の
働
き
方
が
ど
う
変
わ
る

か
を
中
心
に
マ
ー
ケ
ッ
ト
支
援
し
て
い
る
。

大
切
な
の
は
企
業
が
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
（
変
容
）
で
き
る
か
ど
う

か
。
で
き
な
け
れ
ば
事
業
の
継
続
が
厳
し

く
な
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ

れ
だ
け
社
会
が
大
き
く
変
容
し
て
い
る
か

ら
だ
。

セ
ミ
ナ
ー
の
テ
ー
マ
は
3
つ
①
「
D
X

と
は
ー
D
X
の
本
質
、I
T
化
と
の
違
い
」

②
「
D
X
の
実
践
―
D
X
を
実
践
す
る
た

め
の
手
法
と
考
え
方
」
③
「
D
X
時
代
の

人
材
育
成
―
D
X
時
代
に
求
め
ら
れ
る
人

材
像
」
で
あ
る
。

一
社
で
な
く
業
界
で
変
化
す
る

ま
ず
「
D
X
」
に
つ
い
て
、
岸
か
ら
河

を
渡
る
イ
メ
ー
ジ
を
想
像
し
て
く
だ
さ

い
。
今
立
っ
て
い
る
岸
が
「
現
行
ビ
ジ
ネ

ギ
フ
ト
業
界
の
D
X
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

と
は

（
一
社
）日
本
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
推
進
協
会 

森
戸
裕
一 

代
表
理
事

▲森戸裕一代表理事

森
戸
裕
一 

氏
[プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
]

企
業
や
自
治
体
主
催
の
基
調
講
演
や
セ
ミ
ナ
ー
、
社

員
研
修
な
ど
全
国
47
都
道
府
県
か
ら
年
間
2
0
0
回

を
超
え
る
オ
フ
ァ
ー
で
、
2
0
0
2
年
の
創
業
以
来

3
0
0
0
回
以
上
の
登
壇
実
績
を
更
新
中
。
デ
ジ
タ
ル

化
に
よ
る
組
織
や
地
域
の
変
革
支
援
が
得
意
分
野
。
内

閣
官
房
よ
り
全
国
で
わ
ず
か
5
名
の
「
シ
ェ
ア
リ
ン
グ

エ
コ
ノ
ミ
ー
伝
道
師
」
に
任
命
さ
れ
、
自
治
体
と
連
携

し
た
地
方
創
生
支
援
や
D
X
の
推
進
を
軸
に
し
た
全
国

の
企
業
人
材
育
成
・
経
営
指
導
実
績
を
重
ね
て
い
る
。

〜
D
X
と
は
〜

ギフサ 記念講演


